
類
義
の
熟
字
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」
に
つ
い
て

－
　
中
世
真
名
本
の
用
字
の
背
景
に
関
す
る
一
考
察
　
－

橋
　
　
村
　
　
勝
　
　
明

目
　
次

一
、
は
じ
め
に

二
、
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」
の
出
現
状
況
に
つ
い
て

1
漢
字
文

2
漢
字
片
仮
名
交
り
文

3
漢
字
平
仮
名
交
り
文

三
、
中
世
往
来
物
・
真
名
本
に
お
け
る
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」

1
中
世
往
来
物
に
お
け
る
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」

2
中
世
真
名
本
に
お
け
る
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」

四
、
お
わ
り
に一

、
は
　
じ
　
め
　
に

中
世
真
名
本
の
用
字
と
訓
読
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
助
字
を
検
討
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
が
、
真
名
本
の
用
字
を
総
体

的
に
捉
え
る
た
め
に
は
実
字
の
用
字
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
性
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
真
名
本
に
使
用
さ
れ
る
類
義
の
熟
字

類
義
の
熟
字
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」
に
つ
い
て
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八
二

を
取
り
上
げ
、
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
熟
字
の
使
用
差
を
如
何
な
る
部
分
に
求
め
う
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考

察
し
た
い
。

さ
て
、
中
世
真
名
本
の
用
字
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
は
、
そ
の
成
立
よ
り
前
の
時
代
の
用
字
法
を
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
考
察
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
真
名
本
を
中
世
の
共
時
態
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
だ
け
で
な
く
、
歴
史
的
に
も
そ
の
特
質
を
見
極
め
る
た
め
に
は
適
時

的
な
考
察
が
必
要
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、
真
名
本
の
成
立
よ
り
前
の
時
代
た
る
平
安
時
代
に
お
い
も
使
用
さ
れ
る
語
を
取
り
上
げ
、
そ
の
時

代
的
な
展
開
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
真
名
本
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
を
し
た
い
。

類
義
字
と
し
て
は
、
四
部
合
戦
状
本
・
源
平
闘
詳
録
・
平
松
家
本
の
各
平
家
物
語
諸
本
に
於
い
て
「
こ
こ
数
年
」
　
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る

「
頃
年
」
「
年
来
」
　
の
二
語
と
、
図
書
寮
本
類
緊
名
義
抄
に
掲
出
さ
れ
る
「
比
年
」
を
合
わ
せ
た
計
三
語
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
。

こ
れ
ら
三
種
の
熟
字
の
古
辞
書
に
於
け
る
掲
出
状
況
と
し
て
は
、
観
智
院
本
類
緊
名
義
抄
に

ト

シ

コ

ロ

頃
－
（
年
）
　
　
　
－
（
年
）
来
同
　
　
（
仏
上
八
〇
）

（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
あ
り
、
熟
字
「
比
年
」
は
み
ら
れ
な
い
。
一
方
、
色
葉
芋
類
抄
に
は
字
訓
「
ト
シ
コ
ロ
」
は
み
ら
れ
な
い
。
但
し
、

年
来
　
欄
福
相
）
　
（
黒
川
本
、
畳
字
、
中
三
∵
ウ
2
）

頃
年
　
謂
欄
ン
　
（
前
田
本
、
畳
字
、
上
一
〇
六
ウ
2
）

と
あ
り
、
「
年
来
」
　
「
頃
年
」
　
の
両
熟
字
が
字
音
語
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

類
緊
名
義
抄
の
記
述
よ
り
、
「
頃
年
」
「
年
来
」
が
非
常
に
近
い
意
味
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
ま
た
、
類
衆
名
義
抄
と
色
葉
字

類
抄
と
で
は
字
訓
・
字
音
の
別
は
存
す
る
が
、
「
頃
年
」
「
年
来
」
　
の
両
熟
字
が
掲
載
さ
れ
、
「
比
年
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
知
ら
れ

（3）

る
の
で
あ
る
。
久
遠
寺
蔵
本
『
本
朝
文
粋
』
　
で
は
、
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」
の
三
語
が
使
用
さ
れ
る
。
各
用
例
数
は
次
に
記
す
通
り
で
あ

る
。

比
年
－
7

頃
年
－
7

年
来
－
1
3



こ
の
内
、
「
頃
年
」
に
は
、
「
シ
キ
リ
ノ
ト
シ
」
な
る
訓
が
み
ら
れ
る
。

シ

キ

リ

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク

　

　

に

○
境
目
剰
・
勅
i
旨
開
l
田
遍
在
諸
国
。
　
（
巻
第
二
・
2
0
・
4
）

「
シ
キ
リ
ノ
ト
シ
」
は
平
家
物
語
に
そ
の
用
例
を
兄
い
だ
す
こ
と
が
出
来
、
そ
の
意
味
は
、
先
の
「
比
年
」
「
年
来
」
と
類
義
と
認
め
ら
れ

よ
う
。

（4）

覚
一
本
平
家
物
語

シ

キ

リ

ノ

ト

シ

　

　

コ

ノ

カ

タ

　

　

　

　

ペ

ツ

ジ

ヨ

　

　

　

セ

イ

タ

ウ

○
頃
l
日
朝
よ
り
以
来
、
平
氏
王
皇
蔑
如
し
て
、
政
道
に
は
ば
か
る
事
な
し
　
（
巻
第
五
9
3
・
1
）

（5）

こ
れ
ら
の
事
実
を
踏
ま
え
、
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」
が
互
い
に
類
義
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
用
字
の
差
を
い
か
な

る
部
分
に
兄
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
諸
文
献
に
つ
い
て
、
使
用
状
況
を
検
討
し
て
行
く
こ
と
と
す
る
。

二
、
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」
の
出
現
状
況
に
つ
い
て

漢
字
文
、
漢
字
片
仮
名
交
り
文
、
平
仮
名
漢
字
交
り
文
の
三
種
に
つ
い
て
三
熟
字
の
使
用
状
況
を
調
査
し
た
。
以
下
、
資
料
の
分
類
に
従

（6）

い
検
討
す
る
。
な
お
、
平
安
時
代
以
前
の
上
代
文
献
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
っ
た
が
、
用
例
を
見
出
し
得
な
か
っ
た
の
で
省
略
す
る
。

1
漢
字
文

（7）

文
書
（
平
安
遺
文
）
に
は
「
比
年
」
2
例
、
「
頃
年
」
2
8
例
、
「
年
来
」
3
3
0
例
存
す
る
。
こ
れ
ら
を
平
安
時
代
の
時
代
区
分
（
前
中
後
期
の
三

分
）
　
に
従
っ
て
分
類
す
る
と
、
次
の
表
の
如
く
に
な
る
。

比
年

○
無
相
伝
庄
厳
之
人
、
然
間
郷
中
也
判
早
魅
病
患
己
以
無
絶
、
仇
住
人
等
祈
藤
之
処
、
去
治
安
三
年
六
月
五
日
御
託
宣
云
、

類
義
の
熟
字
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」
に
つ
い
て
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年 頃 レ
し

上
来 年 年

1 41 1
前
期

（ （ （ロ ○ ○ （°○ °○ °○○ 七 ○ 歪五
四）

六 五 ヱこ 四） 削
）

184
状

12 4 0
中
期
（

（○ （○ （○
▼〇
六＿

○ヽ
二

°0
0

延
孟

天
）

三
）

00
）

員

降
長
保
前
）
329
状

nxu0 01 1
後
期

（ （ （○ ○ ○ （to °○ °○六
七 〇二 00 保
二
）

二
）

二
）

6以
降
）
58
状

4

注
、
検
索
対
象
資
料
と
し
て
は
、
平
安
適
文
中
の
補
1
以
降
の
文
書
を
除
く
。

（
一
〇
八
三
　
太
政
官
牒
○
石
清
水
田
中
家
文
書
）

○
依
旧
修
行
者
、
府
依
符
旨
、
地
割
奉
行
、
然
今
道
証
解
任
但
去
、
仇
令
其
替
講
師
勤
覚
連
行
其
法
、

（
四
九
〇
〇
　
大
宰
府
牒
案
○
堂
本
四
郎
氏
所
蔵
文
書
）

頃
年

○
伏
願
、
私
度
沙
弥
法
教
井
道
俗
知
識
等
、
頃
l
年
l
之
間
、
構
造
法
堂
僧
房
・
大
衆
湯
屋
、
種
種
所
修
功
徳
、

（
二
〇
　
多
度
神
宮
寺
伽
藍
縁
起
資
財
帳
○
村
山
龍
平
氏
所
蔵
文
書
）

○
件
浪
人
元
是
寺
家
‥
庄
所
管
也
、
以
此
成
農
業
、
而
嘲
劉
被
寄
院
庄
、
毎
事
不
□
（
六
八
　
某
家
政
所
告
状
案
○
内
閣
文
庫
所
蔵
文
書
）

年
来

○
有
千
戸
之
封
、
諸
国
申
損
状
、
朝
来
l
之
所
納
只
二
百
七
十
戸
也
、
（
二
四
二
　
伊
勢
大
神
宮
司
解
案
○
東
寺
文
書
（
甲
）
）

○
而
郡
司
刀
禰
等
任
図
帳
、
領
掌
各
戸
田
、
朝
剰
之
間
、
以
陵
戸
坪
坪
、
号
未
姑
田
、
（
二
八
三
　
醍
醐
寺
牒
案
〇
三
宝
院
文
書
）

用
例
数
か
ら
は
、
「
年
来
」
が
相
当
数
平
安
時
代
後
期
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
各
時
期
に
よ
っ
て
言
語
量
に
か
な
り
開

き
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
々
の
項
目
毎
に
文
書
一
通
当
た
り
の
各
語
の
出
現
期
待
値
を
算
出
し
た
。
そ
れ
が
丸
括
弧
内
の
数
字
で
あ
る
。



そ
れ
に
よ
る
と
、
「
比
年
」
は
各
時
期
を
通
じ
て
殆
ど
使
用
さ
れ
な
い
状
況
に
対
し
て
、
「
頃
年
」
は
前
期
か
ら
中
期
・
後
期
へ
と
時
代
が
降

る
に
つ
れ
て
期
待
値
が
低
く
な
っ
て
行
く
。
そ
の
道
に
、
「
年
来
」
は
前
期
か
ら
中
期
・
後
期
へ
と
降
る
に
従
い
、
期
待
値
が
高
く
な
っ
て
い

る
。

（8）

所
謂
変
体
漢
文
（
古
記
録
を
除
く
）
に
つ
い
て
は
、
「
頃
年
」
「
年
来
」
の
二
語
を
使
用
す
る
資
料
は
、
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
『
法
華
験
記
』

の
二
資
料
、
「
頃
年
」
の
み
を
使
用
す
る
資
料
は
『
将
門
記
』
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
『
和
泉
往
来
』
、
「
年
来
」
の
み
を
使
用
す
る
資
料
は
、
『
雲

（9）

州
往
来
』
『
高
野
山
往
生
伝
』
　
で
あ
る
。
各
々
の
用
例
を
記
す
。

頃
年

○
笥
所
構
兵
革
其
勢
殊
日
常
便
以
八
月
六
日
囲
来
於
常
陸
下
総
両
国
之
堺
子
飼
之
渡
也
（
将
門
記
墜

○
始
錐
奏
虚
言
終
依
実
事
叙
従
五
位
下
線
貞
盛
嘲
朝
雄
歴
合
戦
未
定
勝
負
（
将
門
記
5
1
8
）

○
嘲
判
奉
言
語
行
法
徒
以
逝
去
（
日
本
往
生
極
楽
記
二
三
オ
7
）

左
、
ト
シ
コ
ロ

○
嘲
－
弔
洗
寮
女
久
忍
夏
積
定
有
罪
報
（
日
本
往
生
極
楽
記
五
〇
オ
4
）

b
．
旧
l
ト
け
　
　
タ
ハ
イ
チ
ヨ
ア
　
シ
　
ワ
ス
ル
、
カ
リ
ウ
セ
キ
タ
リ
　
タ
へ
タ
ル
二

〇
而
頃
年
之
間
拝
除
如
二
　
忘
一
流
跡
似
二
　
絶
一
（
和
泉
往
来
1
8
）

ト

シ

コ

ロ

　

　

　

　

　

　

ツ

　

　

　

ト

　

ケ

イ

ク

タ

イ

　

　

　

　

タ

マ

タ

マ

ケ

イ

○
而
（
ル
）
ヲ
、
噴
＝
朝
ハ
因
縁
二
相
就
イ
テ
外
土
二
経
－
廻
（
シ
テ
）
ノ
適
京
都
二
還
テ
（
高
山
寺
本
古
往
来
4
4
）

は
に

○
頓
首
謹
言
、
頃
年
（
ノ
）
［
之
］
際
、
指
事
無
（
キ
）
　
こ
依
（
テ
）
久
（
シ
ク
）
中
華
フ
不
、
（
高
山
寺
本
古
往
来
塑

○
嘲
判
受
持
妙
法
蓮
華
経
。
何
忽
棄
捨
持
最
勝
王
経
哉
。
（
大
日
本
国
法
華
経
験
記
4
8
・
6
）

○
答
日
。
嘲
判
貧
道
孤
独
之
身
。
今
開
栄
花
。
亦
預
官
爵
。
（
大
日
本
国
法
華
経
験
記
4
9
・
1
0
）

（
マ
マ
）

○
嘲
判
為
魔
被
擾
乱
。
棄
捨
一
乗
。
執
著
邪
見
。
（
大
日
本
国
法
華
経
験
記
6
2
・
5
）

類
義
の
熟
字
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」
に
つ
い
て

七
八
五
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年
来

○
抑
、
朝
剰
学
問
ノ
［
之
］
志
、
心
肝
ヲ
切
ル
ト
錐
（
モ
）
節
線
（
ニ
）
遇
ヒ
難
（
ク
）
シ
テ
（
高
山
寺
本
古
往
来
2
）

マ

コ

ト

○
判
剰
祈
誓
（
ノ
）
　
［
之
］
誠
、
何
ソ
其
ノ
感
応
事
フ
ム
哉
（
高
山
寺
本
古
往
来
郡
）

○
比
丘
問
云
。
朝
来
l
供
養
誰
所
弁
。
老
僧
答
日
。
是
法
華
聖
以
慈
悲
心
憐
懸
汝
。
（
大
日
本
国
法
華
経
験
記
1
7
・
1
1
）

○
老
僧
答
日
。
是
汝
嘲
剰
所
読
大
乗
也
。
始
於
大
嶽
至
干
水
飲
所
積
置
経
。
（
大
日
本
国
法
華
経
験
記
1
9
・
6
）

○
其
所
以
者
。
判
剰
運
志
。
供
養
法
華
持
経
者
。
（
大
日
本
国
法
華
経
験
記
3
2
・
4
）

○
経
得
上
人
。
当
山
持
明
院
内
。
朝
剰
所
居
住
也
。
建
小
堂
於
彼
処
。
修
恵
業
於
真
申
。
人
号
之
小
房
聖
。
（
高
野
山
往
生
伝
6
9
8
・
下
・
7
）

○
定
仁
上
人
。
判
剰
為
金
堂
預
。
堂
裏
酒
掃
。
仏
前
供
養
。
甚
厳
重
也
。
（
高
野
山
往
生
伝
7
0
2
・
上
・
1
1
）

説
話
・
軍
記
の
類
の
変
体
漢
文
で
は
「
頃
年
」
「
年
来
」
が
使
用
さ
れ
、
「
比
年
」
は
使
用
さ
れ
な
い
。
本
朝
文
粋
で
は
三
熟
字
と
も
に
使

用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
勘
案
す
れ
ば
、
「
比
年
」
を
使
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
類
の
変
体
漢
文
の
用
字
上
の
特
徴
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

訓
読
法
と
し
て
は
、
「
頃
年
」
に
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
　
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
に
於
い
て
そ
れ
ぞ
れ
「
ト
シ
コ
ロ
」
と
付
訓
が
み
え
る
。
「
年

来
」
　
に
つ
い
て
は
、
付
訓
が
存
し
な
い
の
で
、
不
詳
で
あ
る
。

（10）

古
記
録
と
し
て
」
　
『
貞
信
公
記
』
『
九
暦
』
『
御
堂
関
白
記
』
『
後
二
条
師
道
記
』
を
調
査
対
象
と
し
た
と
こ
ろ
、
「
比
年
」
「
頃
年
」
各
一
例

に
止
ま
り
、
「
年
来
」
が
主
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
各
用
例
を
掲
げ
る
。

比
年

○
親
王
諸
王
諸
臣
百
官
人
等
天
下
公
民
衆
間
食
と
宣
、
地
割
国
家
裳
弊
衰
肘
礼
、
（
後
二
条
師
通
記
・
寛
治
七
年
二
月
二
二
日
別
記
）

頃
年



○
大
弁
云
、
頃
年
有
不
蒙
処
分
、
任
例
勧
盃
（
九
暦
・
天
慶
八
年
八
月
一
四
日
）

年
来

○
暫
候
参
内
帰
宅
、
随
身
行
久
従
者
仕
朝
剰
之
間
込
去
巳
了
、
（
後
二
条
師
通
記
・
寛
治
七
年
五
月
二
九
日
）

○
無
他
行
、
勧
学
院
宿
入
朝
剰
之
間
、
検
非
違
使
貞
度
兵
士
所
宿
候
也
、
（
後
二
条
師
道
記
・
康
和
元
年
二
月
七
日
）

○
功
勤
公
之
輩
也
、
今
臣
朝
剰
纏
病
癖
、
無
由
出
仕
、
（
九
暦
・
天
暦
三
年
一
月
二
一
日
）

○
殿
大
饗
年
l
剰
四
日
也
、
（
九
暦
・
天
慶
七
年
一
月
一
〇
日
）

○
今
日
初
行
内
弁
事
、
判
剰
日
記
召
刀
祢
者
、
（
貞
信
公
記
・
延
喜
二
一
年
九
月
九
日
）

○
臣
等
来
云
、
朝
来
l
備
後
・
故
人
隔
年
挙
任
（
貞
信
公
記
・
天
慶
一
年
三
月
一
四
日
）

○
被
仰
雑
事
次
、
僧
事
年
l
剰
之
際
不
快
、
就
中
阿
閣
梨
任
者
、
真
言
必
可
練
習
（
御
堂
関
白
記
・
寛
弘
元
年
三
月
九
日
）

○
此
暁
高
雅
出
家
云
々
、
朝
剰
無
他
心
相
従
者
、
今
有
事
、
（
御
堂
関
白
記
・
寛
弘
六
年
八
月
二
八
日
）

こ
の
内
、
『
後
二
条
師
道
記
』
に
お
け
る
「
比
年
」
の
用
例
は
宣
命
体
で
表
記
さ
れ
て
い
る
、
引
用
文
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
用
例
に
つ

い
て
古
記
録
の
用
例
と
し
て
は
例
外
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
古
記
録
で
は
「
年
来
」
を
使
用
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

2
漢
字
片
仮
名
交
り
文

（

1

1

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

一

望

漢
字
片
仮
名
交
り
文
に
つ
い
て
は
、
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
『
三
教
指
帰
注
』
　
『
打
開
集
』
『
宝
物
集
』
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
を
検
索
し
た

が
、
「
年
来
」
の
み
で
「
比
年
」
「
頃
年
」
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

類
義
の
熟
字
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」
　
に
つ
い
て

七
八
七

年
来
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〇
今
、
内
親
王
天
下
、
信
心
ヲ
コ
ラ
シ
オ
ハ
シ
マ
シ
テ
、
朝
剰
ノ
ア
ヒ
タ
御
チ
ッ
カ
ラ
モ
カ
キ
タ
テ
マ
ツ
ラ
セ
ク
マ
ヒ
（
法
華
百
座
間
書
抄

オ
2
7
）

（
マ
マ
）

〇
年
シ
来
コ
此
ノ
経
ノ
一
個
一
句
ヲ
ミ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ス
。
（
法
華
百
座
間
書
抄
オ
1
9
6
）

○
其
経
、
年
シ
東
口
、
風
雨
ノ
タ
メ
こ
、
ク
チ
ウ
セ
タ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
ワ
ッ
カ
ニ
一
巻
ノ
コ
レ
リ
。
（
法
華
百
座
間
書
抄
ウ
型

〇
年
シ
来
ロ
ワ
ス
レ
タ
リ
ツ
ル
経
フ
ク
ロ
、
モ
ノ
ノ
カ
＼
、
へ
ヨ
リ
、
モ
ト
メ
イ
ク
セ
ル
こ
、
現
二
一
巻
ク
チ
ノ
コ
レ
リ
。
（
法
華
百
座
間
書
抄
ウ

卿
内

〇
時
二
割
剰
妻
女
イ
バ
ク
「
由
無
キ
ア
ル
キ
シ
テ
恥
ヲ
イ
タ
イ
テ
カ
ヘ
ル
」
ト
云
フ
、
（
三
教
指
帰
注
7
ウ
1
）

〇
時
二
妻
メ
答
（
へ
）
テ
云
（
ハ
）
ク
「
朝
刺
子
ホ
シ
ク
シ
テ
此
ノ
子
ヲ
儲
（
ケ
）
タ
リ
、
（
三
教
指
帰
注
3
7
オ
1
）

○
母
判
剰
算
ヲ
好
ム
、
然
（
ル
）
　
こ
師
馳
二
母
親
筆
ヲ
好
フ
事
ア
リ
（
三
教
指
帰
注
3
8
オ
3
）

○
サ
レ
バ
、
随
テ
中
力
吉
ル
ベ
キ
ナ
リ
」
朝
剰
イ
ド
ミ
ツ
ル
心
永
失
ヌ
。
（
打
開
集
1
3
5
）

○
其
寺
ノ
僧
ト
成
テ
朝
剰
住
。
其
寺
鐘
付
人
、
此
ノ
ゴ
ロ
夜
々
鬼
来
取
食
。
（
打
開
集
塑

○
答
云
々
。
「
嘲
刺
、
如
是
念
仏
ヨ
リ
外
ニ
ス
ル
事
充
。
死
時
必
告
中
へ
シ
。
（
打
開
集
4
2
3
）

○
伊
勢
御
息
所
カ
ム
ス
メ
ナ
カ
ツ
キ
カ
（
ナ
カ
ツ
カ
サ
ノ
誤
カ
）
朝
剰
ミ
ヤ
ツ
カ
ヒ
シ
ツ
キ
タ
リ
シ
カ
ハ
　
（
宝
物
集
1
5
ウ
6
）

○
コ
ノ
コ
ロ
ノ
賀
茂
神
主
重
保
年
制
剰
建
春
門
院
こ
マ
イ
リ
ツ
カ
マ
ツ
リ
ケ
ル
カ
マ
イ
リ
テ
ミ
ケ
ル
ニ
（
宝
物
集
2
7
オ
1
3
）

「
年
来
」
　
の
読
み
に
つ
い
て
は
、
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
　
の
用
例
と
し
て
「
年
シ
来
ロ
」
が
2
例
み
ら
れ
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
「
ト
シ
コ

ロ
」
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
外
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
先
に
黒
川
本
色
葉
芋
類
抄
を
挙
げ
た
如
く
「
ネ
ン
ラ
イ
」
の
可
能
性
も

考
え
ら
れ
、
何
れ
を
決
し
難
い
。



3
漢
字
平
仮
名
交
り
文

（13）

漢
字
平
仮
名
交
り
文
、
所
謂
和
文
資
料
と
し
て
は
『
源
氏
物
語
』
『
栄
花
物
語
』
を
検
索
の
対
象
資
料
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
コ
ロ
」
に

（14）

相
当
す
る
漢
字
と
し
て
「
比
」
を
使
用
す
る
。
『
源
氏
物
語
』
で
は
、
「
ト
シ
コ
ロ
」
全
2
8
1
例
中
、
「
年
こ
ろ
」
「
と
し
比
」
「
年
比
」
「
と
し
こ

ろ
」
の
四
種
存
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
と
割
合
は
次
の
如
く
な
る
。

源
氏
物
語
に
お
け
る
「
ト
シ
コ
ロ
」
の
表
記

ム と 年
比

と 年

こ 用
口
計 し し

こ
ろ

レ
し

上 ろ 例

nxHu
ハhu2 01 22 32

用
例

数

‾
○

○
。

八
〇

．

三

・
五
⊥

七

・
八
＿

八

・
＿ 割

ム％ 四
三
％

ハ
％

二
％

九
％

口

『
栄
花
物
語
』
に
つ
い
て
も
、
「
と
し
比
」
と
「
年
比
」
と
を
指
摘
で
き
る
。
『
源
氏
物
語
』
『
栄
花
物
語
』
の
各
用
例
を
次
に
記
す
。

と
し
比

○
あ
や
し
う
d
L
u
璃
は
い
と
し
も
あ
ら
ぬ
御
心
き
し
を
院
な
と
ゐ
た
ち
て
の
給
は
せ
（
源
氏
三
一
〇
9
）

○
す
み
も
て
き
た
ら
む
人
の
心
ち
す
る
も
い
と
お
か
し
く
て
日
用
あ
は
れ
と
お
も
ひ
き
こ
え
つ
る
は
か
た
は
L
に
も
あ
ら
き
り
け
り

（
源
氏
三
二
二
9
）

〇
日
u
用
つ
か
は
せ
給
ひ
け
る
う
し
か
ひ
わ
ら
は
に
此
牛
は
わ
か
か
た
見
に
見
よ
と
て
給
へ
は
（
栄
花
五
8
・
2

類
義
の
熟
字
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」
に
つ
い
て

七
八
九
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倉
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研
　
究

七
九
〇

年
比

〇
割
増
う
れ
し
く
お
も
た
＼
し
き
つ
い
て
に
て
た
ち
よ
り
給
し
物
を
か
＼
る
御
せ
う
そ
こ
に
て
み
た
て
ま
つ
る
返
々
つ
れ
な
き
い
の
ち
に

も
侍
か
な
　
（
源
氏
一
四
1
）

〇
割
増
夢
の
内
に
も
み
た
て
ま
つ
ら
て
こ
ひ
し
う
お
ほ
っ
か
な
き
御
さ
ま
を
ほ
の
か
な
れ
と
さ
た
か
に
み
た
て
ま
つ
り
つ
る
の
み
面
か
け

に
お
は
え
給
て
　
（
源
氏
四
四
六
2
）

〇
割
増
天
へ
ん
な
と
し
て
兵
乱
な
と
う
ら
な
ひ
申
つ
る
は
こ
の
こ
と
に
こ
そ
有
け
れ
と
（
栄
花
五
1
・
1
9
）

○
殿
の
内
に
朝
地
曹
司
し
て
候
つ
る
人
々
と
あ
り
と
も
か
か
り
と
も
君
の
な
ら
せ
給
は
ん
ま
ま
に
こ
そ
は
と
（
栄
花
五
2
・
2
）

○
只
今
此
御
方
を
は
御
ひ
め
宮
を
か
し
っ
き
す
ゑ
奉
ら
せ
給
へ
ら
む
よ
う
に
そ
御
覧
せ
ら
れ
け
る
判
均
の
御
目
う
つ
り
た
と
し
へ
　
（
栄
花

六

3

・

1

6

）

（15）

「
年
比
」
は
、
中
国
文
献
や
『
本
朝
文
粋
』
、
そ
し
て
平
安
遺
文
に
お
い
て
二
例
み
ら
れ
た
「
比
年
」
と
の
関
わ
り
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
和
文
の
場
合
は
他
の
資
料
と
異
な
り
、
基
本
的
に
和
語
を
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
年
比
」
は
「
ネ
ン
ヒ
」
で
は

な
く
「
ト
シ
ゴ
ロ
」
を
漢
字
表
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
和
文
に
於
い
て
は
、
「
こ
こ
数
年
来
」
と
い
う
概
念
を
文
字
化
す
る
際
に
、
数
種
存

す
る
漢
字
表
記
か
ら
選
択
す
る
の
で
は
な
く
、
「
ト
シ
ゴ
ロ
」
　
の
「
ト
シ
」
「
ゴ
ロ
」
　
の
そ
れ
ぞ
れ
に
最
も
密
接
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
漢
字

を
使
用
す
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
チ
カ
ゴ
ロ
」
な
ど
の
「
－
ゴ
ロ
」
と
の
連
関
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

よ
り
検
索
対
象
を
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
和
文
の
用
字
と
変
体
漢
文
、
和
漢
混
清
文
と
の
用
字
法
の
差
が
鮮
明
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

以
上
を
表
に
す
る
と
次
の
如
く
に
な
る
。

先
に
平
安
遺
文
で
見
た
と
お
り
、
時
代
が
下
が
っ
て
行
く
に
従
い
「
比
年
」
「
頃
年
」
の
用
例
数
に
減
少
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は



漠交 漢

字
仮
名

り
文

子
文

栄源 今打法三宝延 貞九御後 平
安
遺
文

本
朝
文
粋

将
門
記

高
山
本
古

和
泉
往
来

雲
州
往
来

法
華
験
記

高
野
山
往

日
本
往
生

資
料

花氏 昔聞華教物慶 信暦堂二
物物 物集百指集本 公開条
語茄 語里ヨ平 記’白・口ロ目口 注家 記通 雀生極 名

記 来伝楽
記

1 27
比
年

1 827321012
頃
年

胡343257 5192 03145412
年
来

3017
年
比

「と
し
比
」
1

「と
し
比
」
22

備
考

注
・
こ
こ
に
掲
げ
た
資
料
に
は
本
稿
本
文
中
に
用
例
を
示
し
て
い
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

類
義
の
熟
字
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」
に
つ
い
て

七
九
一
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文
章
の
種
類
に
よ
っ
て
も
異
な
る
よ
う
で
、
説
話
や
軍
記
の
類
の
変
体
漢
文
で
は
「
頃
年
」
「
年
来
」
を
使
用
し
、
古
記
録
で
は
「
年
来
」
を

主
に
使
用
す
る
よ
う
で
あ
る
。
漢
字
片
仮
名
交
り
文
で
は
「
年
来
」
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
漢
字
平
仮
名
交
り
文
で
は
「
コ
ロ
」
表
記

と
し
て
　
「
比
」
を
使
用
す
る
。

所
謂
和
漢
混
清
文
に
属
す
る
表
記
は
、
こ
の
表
で
い
え
ば
漢
字
片
仮
名
交
り
文
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
中
世
の
真
名
本
の
多

く
は
和
漢
混
清
文
を
そ
の
祖
本
と
す
る
。
例
え
ば
熟
田
本
平
家
物
語
は
覚
一
本
系
統
の
本
文
を
有
す
る
と
さ
れ
、
ま
た
そ
の
他
の
四
部
合
戦

状
本
や
平
松
家
本
な
ど
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
妙
本
寺
本
を
始
め
と
す
る
真
名
本
曽
我
物
語
に
お
い
て
も
別
に
仮
名
本

が
存
す
る
。
文
章
の
内
容
的
価
値
か
ら
い
え
ば
、
和
漢
混
清
文
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
表
記
の
上
で
漢
字
専
用
と
仮
名
交

じ
り
と
い
う
差
が
存
し
、
そ
こ
に
用
字
上
の
差
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
が
真
名
本
の
用
字
法
上
の
問
題
と
な
る
。

そ
こ
で
、
次
に
平
家
物
語
・
曽
我
物
語
の
各
真
名
本
を
取
り
上
げ
、
真
名
本
の
用
字
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

三
、
中
世
往
来
物
・
真
名
本
に
お
け
る
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」

（16）

中
世
の
漢
字
表
記
文
献
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
に
、
古
辞
書
（
節
用
集
）
　
の
記
述
か
ら
概
観
を
し
て
お
き
た
い
。

コ

ロ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

シ

コ

ロ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ネ

ン

　

　

　

ラ

イ

年
来
　
（
易
林
4
4
・
6
）
　
　
頃
年
　
（
伊
京
1
6
・
7
）
　
　
－
（
年
）
来
　
（
易
林
1
0
8
・
3
）

節
用
集
に
は
、
右
に
記
し
た
如
く
「
ト
シ
ゴ
ロ
」
に
対
し
て
「
年
来
」
「
頃
年
」
を
掲
出
す
る
の
み
で
、
語
と
し
て
の
「
ネ
ン
ラ
イ
」
は
掲

出
さ
れ
な
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
そ
の
語
が
存
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

1
中
世
往
来
物
に
お
け
る
「
比
年
」
「
年
来
」
「
頃
年
」

（17）

中
世
往
来
物
資
料
と
し
て
は
、
次
表
の
資
料
に
就
い
て
調
査
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
は
次
表
に
記
す
と
お
り
で
あ
る
。



蒙
求
腎

十
＿

鎌 庭
訓
往

東
山
往

山
密
往

雑 語資
料
名

筆
往‾月 往

鷹
往
来

往
来

来 来 来 来 来

比
年

1 1
頃
年

1 2 1
年
来

年
比

頃
年

ほ
レ

○
讃
計
を
僧
朋
鷺
加
之
條
。
項
年
之
通
式
也
。
（
『
十
二
月
往
来
』
三
二
五
・
六
）

り

こ

　

　

　

ス

　

ヲ

○
嘲
判
作
法
徐
勘
略
漏
レ
法
（
『
蒙
求
瞥
鷹
往
来
』
三
六
二
・
三
）

中
世
往
来
物
に
は
用
例
自
体
が
少
な
い
の
で
、
比
較
の
対
象
足
り
う
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
「
年
来
」
と
共
に
「
頃
年
」

を
も
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
往
来
物
資
料
に
あ
っ
て
は
古
来
漢
字
表
記
文
で
の
用
字
が
継
承
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

2
中
世
真
名
本
に
お
け
る
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」

（18）

中
世
真
名
本
に
お
け
る
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」
の
使
用
状
況
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

真
名
本
の
出
現
状
況
は
、
中
世
往
来
物
と
同
様
「
年
来
」
に
使
用
の
偏
り
が
見
ら
れ
る
。

類
義
の
熟
字
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」
に
つ
い
て

七
九
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

七
九
四

大 真 平 源 四 申子 出
目
資

塔 名 松 平 部 道 我料
物 本 家 関 合 集 物名
語 方 本 評 戦 語

丈
記

平
家
物
語

録 状
本
平
家
物
語 語

比
年

6 2 3
頃
年

1 5 5 22 6 63
年
来

年
比

「
頃
年
」
は
四
部
合
戦
状
本
に
3
例
、
源
平
闘
詳
録
に
2
例
、
ま
た
平
松
家
本
で
は
6
例
が
確
認
で
き
る
。
各
用
例
を
次
に
掲
げ
る
。

ヤ

　

　

　

イ

ラ

ク

　

　

　

ー

　

　

　

　

　

　

　

　

ク

　

　

　

　

　

シ

　

　

　

　

　

　

シ

　

　

　

　

ケ

ン

○
被
院
宣
称
　
従
頃
年
以
来
平
家
栄
如
皇
－
花
無
悍
政
－
道
破
－
滅
仏
法
欲
レ
傾
　
（
四
部
本
上
一
八
三
左
2
）

－

匝

け

－

　

　

　

　

　

　

　

シ

　

　

　

　

　

ヌ

○
頃
年
間
有
平
相
国
云
者
管
領
四
海
令
悩
－
乱
万
－
民
（
四
部
本
上
二
八
九
右
5
）

ト

テ

　

　

　

ー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヤ

○
麦
有
下
六
－
条
頃
－
年
率
レ
統
（
少
将
）
　
女
1
房
臥
1
、
に
嘔
－
叫
喚
－
々
申
者
悲
－
哉
（
源
平
闘
詳
録
8
2
・
1
4
）

○
朱
雀
南
行
顧
二
大
内
山
一
多
l
恕
－
食
出
事
－
共
通
－
過
鳥
羽
殿
嘲
＝
朝
頃
－
日
奉
二
見
－
馴
舎
－
人
牛
－
飼
共
進
奉
見
－
送
（
源
平
闘
詳

録

8

8

・

2

）

け

H

l

l

l

l

匝

川

コ

ノ

カ

タ

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

ホ

シ

イ

マ

、

こ

イ

　

　

ヲ

　

　

　

ヲ

○
頃
年
　
以
降
入
道
前
大
政
大
臣
平
清
盛
窓
　
　
失
二
王
法
一
乱
二
朝
政
一
（
平
松
家
本
四
、
二
一
ウ
1
）

ヘ

ツ

シ

ヨ

シ

テ

　

ヲ

　

　

ハ

、

カ

リ

　

　

ヲ

　

　

　

シ

テ

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

ヲ

○
右
目
二
嘲
朝
一
以
奉
平
氏
蔑
二
如
　
皇
軍
無
レ
悍
　
二
政
道
一
破
二
滅
仏
法
彿
レ
亡
二
朝
威
一
（
平
松
家
本
五
、
二
八
オ
8
）



「
頃
年
」
は
、
四
部
合
戦
状
本
で
は
3
例
存
す
る
が
、
そ
の
内
2
例
が
文
書
の
用
例
で
あ
る
。
ま
た
、
平
松
家
本
6
例
の
う
ち
二
例
が
同
じ

く
文
書
の
用
例
で
あ
る
。
そ
の
用
例
は
決
し
て
多
く
は
な
い
が
、
前
代
の
軍
記
物
語
（
将
門
記
）
に
も
見
ら
れ
た
の
と
同
様
、
文
書
に
多
く
使

用
さ
れ
る
「
頃
年
」
を
使
用
し
、
漢
文
的
な
表
現
を
と
る
、
内
容
的
側
面
に
、
表
記
上
の
性
格
の
違
い
を
捨
象
す
る
、
共
通
点
が
存
す
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
頃
年
」
は
仮
名
本
に
も
出
現
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
の
関
係
も
考
慮
に
入
れ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
平

松
家
本
は
語
り
本
系
の
真
名
本
と
さ
れ
、
仮
名
本
の
用
字
と
の
接
点
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
斯
様
な
用
例
を
除
外
す
れ
ば
、

真
名
本
に
お
い
て
も
「
年
来
」
を
主
に
使
用
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

中
世
往
来
物
・
真
名
本
に
お
い
て
は
、
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」
の
内
、
主
に
「
年
来
」
を
使
用
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
代
の
使
用
状

況
と
比
較
す
る
と
、
必
ず
し
も
正
格
漢
文
的
な
語
の
多
様
性
を
志
向
し
な
い
、
古
記
録
や
漢
字
片
仮
名
交
り
文
の
用
字
に
通
じ
る
の
で
あ
る
。

往
来
物
に
つ
い
て
は
、
資
料
的
な
性
格
を
一
に
す
る
高
山
寺
本
古
往
来
・
雲
州
往
来
と
比
較
す
る
と
、
時
代
が
降
る
に
従
い
「
年
来
」
　
へ
と

集
約
さ
れ
て
い
く
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
真
名
本
に
つ
い
て
も
中
世
の
往
来
物
と
同
様
、
「
年
来
」
を
使
用
す
る
。
こ
れ
は
、
軍
記
物
語
と

い
う
内
容
的
価
値
に
支
え
ら
れ
た
用
字
と
い
う
よ
り
も
、
文
飾
を
施
さ
な
い
古
記
録
や
漢
字
片
仮
名
交
り
文
の
類
に
通
ず
る
用
字
で
あ
る
と

考
え
る
。
尤
も
、
平
家
物
語
は
先
行
形
態
と
し
て
漢
字
仮
名
交
り
文
が
存
し
、
そ
の
用
字
を
踏
襲
し
た
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
将
に
真
名
本

の
用
字
は
前
代
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

四
、
お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
を
纏
め
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
将
門
記
・
法
華
験
記
・
高
山
寺
本
古
往
来
に
「
頃
年
」
が
使
用
さ
れ

る
一
方
で
、
そ
れ
以
外
の
漢
字
文
・
漢
字
仮
名
交
り
文
で
は
「
年
来
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
漢
文
を
作
成
す
る
際
に
意
識
的
に

多
様
な
文
字
を
使
用
す
る
傾
向
と
、
仮
名
交
り
文
の
よ
う
な
文
字
の
多
様
性
を
必
要
と
し
な
い
表
現
行
為
と
の
差
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
ま

た
、
同
じ
仮
名
交
り
文
で
あ
っ
て
も
漢
字
片
仮
名
交
り
文
と
平
仮
名
交
り
文
と
で
は
、
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
可
能
性
が
み
ら
れ
た
。

類
義
の
熟
字
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
五



鎌
　
倉
　
時
　
代
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研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
六

中
世
真
名
本
に
於
い
て
は
、
「
頃
年
」
を
使
用
す
る
文
献
は
平
家
物
語
に
限
ら
れ
、
そ
れ
ら
以
外
の
文
献
で
は
「
年
来
」
が
使
用
さ
れ
る
。

っ
ま
り
、
基
本
的
に
は
漢
字
片
仮
名
交
り
文
の
用
字
を
踏
襲
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
各
作
品
毎
の
表
現
法
を
反
映

し
た
用
字
も
存
す
る
。

山
田
俊
雄
氏
は
、
真
名
本
の
表
記
様
式
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

平
家
物
語
覚
一
別
本
は
、
仮
名
漢
字
交
り
の
本
文
で
あ
ら
う
と
、
真
名
の
本
文
で
あ
ら
う
と
、
言
語
作
品
と
し
て
の
同
一
性
は
確

乎
と
し
て
保
持
さ
れ
て
ゐ
る
。
文
字
様
式
の
い
れ
か
へ
が
、
文
章
の
ス
タ
イ
ル
に
影
響
が
あ
る
と
考
へ
る
な
ら
ば
、
文
体
と
い
っ

て
す
べ
て
を
ふ
く
め
て
よ
い
で
あ
ら
う
が
、
変
体
漢
文
と
、
和
漢
混
清
文
と
を
併
列
対
時
さ
せ
る
や
う
な
分
類
は
、
や
は
り
現
実

的
で
は
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
。
（
「
真
名
本
の
意
義
」
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
三
二
二
〇
）

文
体
を
支
え
る
一
つ
の
要
素
と
し
て
用
字
が
挙
げ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
漢
字
仮
名
交
り
文
で
使
用
頻
度
の
高
い
「
年
来
」
を
そ
の
ま
ま
継

承
し
て
使
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
表
記
様
式
の
差
を
捨
象
し
た
文
体
上
の
共
通
性
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と

は
三
種
の
熟
字
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
今
後
は
更
に
検
討
項
目
を
増
や
し
、
真
名
本
と
他
の
変
体
漢
文
と
の
用
字
上
の
共

通
性
と
差
異
性
に
つ
い
て
の
検
討
を
要
す
る
。

注（1）
（2）

（3）
（4）

図
書
寮
本
類
菜
名
義
抄
に
は
「
－
（
比
）
年
」
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
（
1
3
4
・
4
）
が
、
字
訓
・
注
は
存
し
な
い
。
『
図
書
寮
本
類
緊
名
義
抄
』
　
（
勉

誠
社
、
昭
和
五
一
・
一
一
二
一
五
）
　
に
よ
る
。

『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
索
引
』
中
田
視
夫
・
峰
岸
明
編
、
風
間
書
房
、
昭
三
九
・
六
・
三
〇

『
身
延
山
久
遠
寺
蔵
重
要
文
化
財
本
朝
文
粋
』
身
延
山
久
遠
寺
編
、
汲
古
書
院
、
昭
和
五
五
・
九

『
高
野
本
平
家
物
語
』
市
古
貞
次
編
、
笠
間
影
印
叢
刊
五
四
、
昭
和
四
八
二
二
・
二
〇



（
5
）
　
『
漢
語
大
詞
典
』
（
漢
語
大
詞
典
編
輯
委
員
会
・
漢
語
大
詞
典
編
纂
処
編
纂
、
上
海
辞
書
出
版
社
）
に
よ
れ
ば
、
各
々
「
【
比
年
】
①
毎
年
、
連
年
。

②
近
年
。
」
「
【
頃
年
】
①
近
年
。
②
往
年
。
」
「
【
年
来
】
①
近
年
以
来
或
一
年
以
来
。
②
年
才
到
来
。
」
（
各
用
例
略
）
と
あ
り
、
意
味
上
の
差
異
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
が
、
本
邦
の
文
献
に
於
い
て
同
様
の
差
異
を
指
摘
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

（
6
）
　
古
事
記
、
日
本
書
紀
に
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」
の
用
例
な
し
。
本
朝
麗
藻
（
『
校
本
　
本
朝
麗
藻
　
附
索
引
』
大
曽
根
章
介
・
佐
伯
雅
子
編
、

一
九
九
二
二
二
一
、
汲
古
書
院
）
に
は
次
の
用
例
が
み
え
る
が
、
い
ず
れ
も
意
味
が
若
干
異
な
る
。
「
比
年
」
「
頃
年
」
は
無
し
。

・
東
都
春
日
秋
風
夜
　
四
五
割
剰
分
付
誰
（
詩
1
4
0
）

・
七
八
年
制
刻
、
洛
陽
才
子
之
論
詩
人
者
、
謂
三
人
為
先
鳴
（
序
些

菅
家
文
革
・
菅
家
後
集
（
『
菅
家
文
革
・
菅
家
後
集
詩
句
総
索
引
』
川
口
久
雄
・
若
林
力
編
、
明
治
書
院
、
昭
五
三
・
九
・
一
〇
）
、
文
華
秀
麗
集
（
『
文

華
秀
麗
集
索
引
』
芳
賀
紀
雄
編
、
和
泉
書
院
、
昭
六
三
・
一
〇
二
〇
）
　
に
も
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」
の
い
ず
れ
も
無
し
。

（
7
）
　
検
索
は
、
C
H
）
元
O
M
版
『
平
安
遺
文
』
　
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
、
東
京
堂
）
　
に
よ
る
。

（
8
）
　
検
索
資
料
は
以
下
の
通
り
。
『
高
山
寺
本
古
往
来
・
表
白
集
』
（
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
四
七
・
三
二
二
こ
、

『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
　
校
本
・
索
引
と
研
究
』
（
藤
井
俊
博
編
著
、
和
泉
書
院
、
平
八
・
二
二
一
八
）
、
『
将
門
記
』
勉
誠
社
文
庫
1
3
1
（
中
田
祝

夫
解
説
、
勉
誠
社
、
昭
六
〇
・
六
二
二
五
）
、
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
（
天
理
善
本
叢
書
所
収
天
理
図
書
館
本
に
よ
る
。
検
索
に
は
宇
都
宮
啓
吾
「
天

理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
漢
字
索
引
稿
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
六
韓
、
武
蔵
野
書
院
、
平
成
五
・
五
・
三
十
）
を

利
用
）
、
『
和
泉
往
来
　
高
野
山
西
南
院
蔵
』
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
（
佐
竹
昭
広
編
、
臨
川
書
店
、
昭
五
六
・
一
二
・
一
五
）
、
『
雲
州
往
来

享
禄
本
　
研
究
と
総
索
引
』
（
三
保
忠
夫
・
三
保
サ
ト
子
編
、
和
泉
書
院
、
昭
五
七
二
二
二
一
）
『
高
野
山
往
生
伝
』
（
岩
波
日
本
思
想
体
系
所
収

本
に
よ
る
）

（
9
）
　
変
体
漢
文
資
料
と
し
て
は
、
他
に
『
南
無
阿
弥
陀
仏
作
善
集
』
（
東
辻
保
和
「
南
無
阿
弥
陀
仏
作
善
集
に
つ
い
て
」
訓
点
語
と
訓
点
資
料
翌
に

つ
い
て
も
検
索
し
た
が
、
「
比
年
」
「
年
来
」
「
年
頃
」
の
用
例
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

（
1
0
）
　
検
索
資
料
は
以
下
の
通
り
。
『
陽
明
文
庫
蔵
本
御
堂
関
自
記
自
筆
本
総
索
引
』
（
峰
岸
明
偏
、
平
七
・
六
・
八
、
汲
古
書
院
）
、
『
貞
信
公
記
』
『
九

暦
』
『
後
二
条
師
通
記
』
　
（
大
日
本
古
記
録
）

（
1
1
）
　
検
索
資
料
は
以
下
の
通
り
。
『
法
華
百
座
間
書
抄
総
索
引
』
（
小
林
芳
規
編
、
昭
五
〇
・
三
・
三
一
、
武
蔵
野
書
院
）
、
『
中
山
法
華
経
寺
蔵
本
三
教

類
義
の
熟
字
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」
に
つ
い
て

七
九
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
八

指
帰
注
総
索
引
及
び
研
究
』
　
（
築
島
裕
・
小
林
芳
規
編
、
昭
五
五
・
八
二
五
、
武
蔵
野
書
院
）
、
『
打
開
集
の
研
究
と
総
索
引
』
　
（
東
辻
保
和
著
、
昭

五
六
・
一
二
五
、
清
文
堂
）
、
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
宝
物
集
総
索
引
』
　
（
月
本
直
子
・
日
本
雅
章
編
、
平
五
二
〇
・
三
〇
、
汲
古
書
院
）
、
『
延

慶
本
平
家
物
語
索
引
篇
』
　
（
北
原
保
雄
・
小
川
栄
一
編
、
平
成
八
二
一
・
二
五
、
勉
誠
社
）
。
他
、
『
今
昔
物
語
集
』
　
（
岩
波
旧
大
系
本
）
　
に
つ
い
て
も

検
索
を
し
た
が
、
四
四
二
例
全
て
漢
字
表
記
で
あ
っ
た

（
1
2
）
　
三
教
指
帰
本
文
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
用
例
「
頃
日
」
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

・
但
嘲
別
間
。
通
過
良
師
之
数
。
既
醒
前
生
之
酔
。
（
巻
中
、
1
6
1
・
1
0
）

本
用
例
に
対
応
す
る
三
教
指
帰
注
本
文
は
見
当
ら
な
い
。

（
1
3
）
　
検
索
資
料
は
、
以
下
の
通
り
。
『
源
氏
物
語
大
成
』
普
及
版
（
池
田
亀
鑑
編
著
、
昭
六
〇
一
二
〇
・
二
〇
～
昭
六
一
・
八
二
一
〇
（
本
文
篇
・
索

引
篇
）
、
中
央
公
論
社
）
、
『
栄
花
物
語
本
文
と
索
引
』
　
（
高
知
大
学
人
文
学
部
国
語
史
研
究
会
、
昭
六
一
、
武
蔵
野
書
院
）

（
1
4
）
　
『
源
氏
物
語
大
成
』
　
で
は
「
と
し
こ
ろ
」
2
8
2
例
掲
出
す
る
が
、
一
例
誤
り
が
存
し
、
正
確
に
は
2
8
1
例
で
あ
る
。

（
1
5
）
　
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」
の
三
種
の
熟
字
に
つ
い
て
『
侃
文
韻
府
』
　
『
五
経
索
引
』
を
検
索
し
た
結
果
、
「
比
年
」
の
用
例
を
得
る
こ
と
が
出
来

た
。
用
例
を
掲
げ
る
　
（
『
侃
文
韻
府
』
『
五
教
索
引
』
　
に
は
「
頃
年
」
「
年
来
」
な
し
）
。
注
3
文
献
に
よ
れ
ば
、
三
種
共
に
使
用
さ
れ
る
。

○
連
師
地
割
簡
車
卒
正
三
年
簡
徒
群
牧
五
載
大
簡
車
徒
（
漢
書
刑
法
史
）

○
功
利
三
見
之
常
若
有
所
適
（
蘇
拭
詩
）

○
地
利
入
学
中
年
考
校
。
（
礼
記
1
8
・
4
・
1
）

○
故
天
子
制
諸
侯
、
地
割
小
樽
、
三
年
大
帝
。
（
礼
4
8
・
6
・
1
）

（
1
6
）
　
『
古
本
節
用
集
六
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
中
田
祝
夫
著
、
昭
四
三
・
四
・
一
五
、
風
間
書
房

（
1
7
）
　
検
索
資
料
は
、
以
下
の
通
り
。
『
日
本
教
科
書
大
系
往
来
篇
第
1
巻
　
古
往
来
一
』
　
（
石
川
謙
編
、
講
談
社
、
昭
四
三
・
二
・
二
〇
）
　
『
日
本
教
科

書
大
系
往
来
篇
第
2
巻
　
古
往
来
二
』
　
（
石
川
謙
編
、
講
談
社
、
昭
四
二
・
五
・
二
五
）

（
1
8
）
　
検
索
資
料
は
、
以
下
の
通
り
。
『
真
名
本
曽
我
物
語
』
　
（
山
岸
徳
平
・
中
田
祝
夫
解
説
、
勉
誠
社
、
昭
四
九
・
一
〇
・
二
〇
）
、
『
神
道
大
系
　
文
学

篇
一
神
道
集
』
　
（
神
道
大
系
編
纂
全
編
、
昭
六
三
・
二
二
一
九
）
、
『
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
』
　
（
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
、
汲

古
書
院
、
昭
四
一
・
三
・
二
五
）
、
『
源
平
聞
詳
録
と
研
究
』
　
（
山
下
宏
明
編
、
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
、
昭
和
三
八
二
二
・
一
）
、
『
平
松
家
本
平
家



物
語
』
（
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
、
清
文
堂
、
昭
六
三
・
五
二
〇
）
、
『
真
字
本
方
丈
記
　
影
印
・
注
釈
・
研
究
』
（
島
津
忠
夫

監
修
、
田
賀
元
子
・
田
野
村
千
寿
子
著
、
和
泉
書
院
、
平
成
七
・
一
〇
・
二
〇
）
、
『
大
塔
物
語
』
　
（
続
群
書
類
従
二
二
帯
下
）

［
付
記
］
　
本
稿
は
平
成
十
一
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
に
お
い
て
発
表
し
た
も
の
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
。
席
上
、
ま
た
折
に
触
れ
ご
指

導
賜
っ
た
先
生
方
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

類
義
の
熟
字
「
比
年
」
「
頃
年
」
「
年
来
」
　
に
つ
い
て

七
九
九




